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～幹 の 会 第 ６ 回 総 会 報 告～ 

幹の会改組「基幹労連中央退職者の会」に！ 

基幹労連シニアクラブの構成組織で、基幹労連本部役職員経験者と総合諮問会議経験者による

基幹労連幹の会の第６回総会が、4月 15 日に兵庫県神戸市において開催されました。当日は、

幹の会会員など 43 名が参加し、吉沢勇次（三菱

重工グループ労連）氏の開会あいさつの後、瀧澤

健二(ＪＦＥスチール労連)氏が座長に選出されて

始まりました。総会全体としては、①幹の会改組

②中央退職者の会会則③役員の選出について審議

し確認され、新たに「基幹労連中央退職者の会」

として活動を行なうこととなりました。 

総会終了後の懇親会では、久しぶりに会った仲

間との旧交を温めました。 

 

宮園哲郎代表挨拶（要旨） 

幹の会は、2013 年 4 月に結成し 5年が経過しました。この間、基幹労連退職者の会の組織

運営や活動の中核的な役割を果たすとともに、政策実現の推進など基幹労連と連携を取りながら

諸活動に取り組んできました。こうした経緯と合わせて、年に一度の総会をはじめとする幹の会

独自の活動状況なども踏まえて、昨年の第 5回総会において基幹労連

から「幹の会の見直し」の方向性（内容は別紙議案書に記載）が提起

され、その検討を役員会に委ね次回総会で最終的に確認することとし

ました。 

以降、役員会として基幹労連とも連携を取りながら検討を重ねたう

え、今回の見直し・改組に至りました。名称も「基幹労連中央退職者

の会」としてシニアクラブの一組織として引き続き活動していきます。 

審議事項（要旨） 

① 基幹労連退職者の会の単位組織としての位置づけを明確にするため、会の名称を「基幹労連

幹の会」から「基幹労連中央退職者の会」に改める。 

② 会員は 60 歳以上の者とする 

③ 総会は「原則年 1 回開催する」としつつ、役員会をもって変えることができることとする 



④ 会員相互の親睦を深める観点から、年 1回交流会を実施する 

⑤ 入会金は徴収しない。それとの関わりでこれまで納入していただいた入会金の残額（入会金

－年賀状代）は基幹労連退職者の会へ寄付する 

⑥ 会則の制定ならびに役員の選出 

 

地方ブロック懇談会が始まりました 
皮切りは四国ブロック懇談会（6／8） 

今回は政策実現との兼ね合いにより従来よりの２か月遅れての地方ブロック懇談会を開催しま

す。皮切りは四国ブロックで、６月８日（金）愛媛県新居浜市において、愛媛・香川のOB会の

代表など７名が参加して開催されました。このブロック懇談会は、基幹労連退職者の会と県本部

退職者の会がともに連携を深め、地域における退職者の会の組織運営の充実・強化を図るために

開催しているものです。 

懇談会では、退職者の会の取り組み報告として、退職者の会の三役が中央での取り組み報告を

行い、各県本部から組織運営の充実・強化の取り組み、また、基幹労連本部からは参議院議員選

挙に向けた取り組みなどについて状況報告が行われます。 

地方ブロック懇談会の開催予定 

以下は、現時点で開催日程が確定している地方ブロックの状況です。 

（四国ブロック懇談会） ６月 ８日（金） 開催地：愛媛 （実施済み） 

（近畿ブロック懇談会） ６月２５日（月） 開催地：大阪 （実施済み） 

（中国ブロック懇談会） ７月１０日（火） 開催地：広島 

（北信越ブロック懇談会）７月１３日（金） 開催地：長野 

（九州ブロック懇談会） ８月１８日（土） 開催地：長崎 

（関東ブロック懇談会） ８月２０日（月） 開催地：東京 

（東海ブロック懇談会） ８月２２日（水） 開催地：岐阜 

（東北・北海道ブロック懇談会）８月２９日（水） 開催地：岩手 

既に四国ブロック懇談会、近畿ブロック懇談会と２ブロックの懇談会は終了しておりますが、

次回発行のシニアクラブ・ニュースで報告いたします。 

開会あいさつ 

吉沢勇次氏 

（三菱重工グループ労連） 

総会議長 

瀧澤健二氏 

（ＪＦＥスチール労連） 

来賓挨拶 

和田口中央副執行委員長 

（基幹労連） 



大阪府本部退職者の会 

第 11 回（結成 10 周年記念）総会(4/5) 

大阪府本部退職者の会（基幹大阪シニアクラブ）第 11 回（結成 10 周年記念）総会が、4 月

5 日（木）に退職者の会会員や退職者出身組織の現役組合役員など約６０名が出席し開催されま

した。基幹労連本部から和田口中央副執行委員長と基幹労連シニアクラブから宮園会長が出席し

ました。 

総会においては、活動方針として①組織運営・活動の充実に向けて②基幹大阪との連携につい

て③基幹労連シニアクラブとの連携について確認され、第 3 号議案において、第 11・12 期役

員選出について満場一致で確認されました。また、本総会において基幹大阪シニアクラブは結成

10 周年の節目を迎えました。この間、幹事ならびに会員の皆様のご努力と現役組織・役員の皆

様のご理解・ご協力に対しまして感謝申し上げます。 

総会終了後は 10周年記念講演会として、関西

大学野球部元監督（同野球部ＯＢ会前会長）の木

村憲治さんを講師として迎え「スポーツを通じた

人材育成」というタイトルで、関西大学野球部

100 年の歴史と社会に通用する人材育成をテー

マに実施しました。 

 

広島県本部退職者連絡会 

第 12 回総会を開催(６/15) 
広島県本部退職者連絡会は、6 月 15日(金)に広島市で代議員と役員等 55名が出席し第 12回

総会を開催しました。 

総会では、冒頭、退職者連絡会を代表して平岡勇会長から 1年間の活動を振り返るとともに今

後の課題などについて提起があり、来賓として基幹労連広島県本部の大野真人委員長、基幹労連

退職者の会の宮園哲郎会長、森本真治参議院議員(代理)から挨拶を受けました。 

広島県本部退職者連絡会は、６構成組織OB会で構成され6,658名の会員を擁していますが、

構成組織数のさらなる拡大を進めることや、社会保障制度を中心とする政策制度要求の実現に向

けた取り組み、来年の統一地方選挙と参議院選挙における基幹労連の推薦候補者の支援活動を展

開していくことなどを確認しました。 

総会後の懇親会では、柳田稔参議院議員

（国政フォーラム代表）の挨拶も受けて、

和やかな雰囲気の中で旧交を温めるとと

もに、退職者連絡会の組織活動や政治活動

のあり方などについても意見を交わしま

した。 


